
� 精神障害のある⼈を対象にし
た「お話会」を⽉例で開催して
います。少⼈数の当事者同⼠だ
からこその安⼼と共感ができる
場にあなたも参加しませんか？
���普段なかなか、⾔いにくいよ
うなこと、時には⽇頃感じる思
いを⾔葉に紡ぐ場となっていま
す。その場での⾔いっぱなしも
OKです。「また来たい！とみん
なが思える場に。」
 仲間の時間と気持ちを⼤切に
していただける⽅の参加を歓迎
します。参加費は無料です。�
 取り組みの様⼦はホームペー
ジに記事を掲載しています。
 実施⽇など企画の詳細につい
てはお問い合わせください。
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当事者交流「お話会」

地域での理解啓発活動

当事者の言葉を紡ぐをモットーに活動しています

発行：一般社団法人精神障害当事者会ポルケ

 当会が活動拠点としている東京都⼤⽥
区の市⺠活動団体や関係者の連携団体
「障害者理解啓発グループおおた〜ツタ
エルチカラ〜」の主催で、映画上映＆ト
ークイベントが⾏われました。ドキュメ
ンタリー映画『⽣きて、⽣きて、⽣き
ろ。』の鑑賞の後、�福島県相⾺市にある
「メンタルクリニックなごみ」院⻑の蟻
塚亮⼆さん、南相⾺のピアスタッフ清⽔
浩⾏さん、監督の島⽥陽磨さんをゲスト
に迎えたトークイベントを実施。140名
を越える来場があり⼤変盛況でした。
（2025.2�東京都）

家族会学習会への協⼒
 精神障害当事者会ポルケでは、様々
な⼈たちの学びづくりにご協⼒をして
います。2025年1⽉は精神障害のある
家族の学びに関係する取り組みにいく
つかご協⼒する機会をいただきまし
た。当事者にとって家族との関係は時
には近いからこそ難しい複雑なものに
なることもありますが、当事者の置か
れている状況や思いについて深く理解
をしてもらいたいという想いもあると
ころです。経験にふれながら、より良
いありかたを⼀緒に考えることの⼤切
さを私たちも改めて学ばせていただき
ました。
 東京都品川区荏原保健センターにて
開催された精神保健家族勉強会での講
演会では、当事者活動の取り組みも含
めて話題提供をさせていただきまし
た。参加者の⽅々からは、「経験談に基
づく話が⼤変参考になった」、「制度や
法律など広い視野での話が勉強になっ
た」といった感想が多く寄せられたよ
うです。
 千葉県市川市にある家族会松の⽊会
主催の学習会では、昨年のみんなねっ
とフォーラムの登壇のご縁からお声が
けいただきました。 

�「当事者の意思決定に、家族・⽀援者
ができること〜医師、当事者、家族、
⽀援事業所の⽴場から〜」と題した講
座で話題提供の機会をいただきまし
た。⾃由な対話を通じて、意思決定の
⼤切さや難しさに触れながら、あるべ
きありかたを共に学ぶ機会となりまし
た。
 ご家族の⽅からは親亡き後問題にふ
れてご質問をいただきました。地域⽣
活の中で障害福祉サービスや訪問看護
など公的⽀援を活⽤した暮らしのデザ
インをしていくこともとても⼤切なこ
とです。サービス利⽤の経験などもも
っと広くお伝えしていきたいと思いま
す。



ネットワーク会員
⼊会募集中！

 『こころの科学（⽇本評論社）』
240号に当会代表理事の⼭⽥が
「統合失調症をめぐるアウトカム
はどのように変わるのか」と題し
て寄稿しました。
 本号の創刊40周年を記念した特
別企画「みんなで考えた統合失調
症の未来」では、当事者や家族や
医師、研究者など多様な⽴場から
様々な⾓度からのこれからの�未
来”が書かれています。どうぞお
⼿にお取りください。

前⽶国国⽴メンタルヘルス研究所所⻑
ジョシュア・ゴードン⽒らとの懇談会に参加
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�『こころの科学』（240号）リカバリーカレッジふくおか講座に協⼒
 精神障害当事者会ポルケでは、各地のリカバリーカレッジの取り組みにご
協⼒させていただいています。2025年1⽉はリカバリーカレッジふくおかが
主催する企画「当事者としての⽬覚め」と題した講座にて、代表理事の⼭⽥
悠平と理事の相良真央が登壇の機会をいただきました。
 それぞれの経験を踏まえながら病
気や障害とされるものの向き合い⽅
の変化に触れながら、当事者活動を
通じて⼤切にしている思いなどをお
話させていただきました。沸々とし
た沸き⽴つ思いに駆られ当事者活動
をはじめたわけですが、活動をしな
がら気づかされたり、より⾔葉にな
ってきている思いもあります。取り
組みを通じた現在進⾏形の�⽬覚
め�をもとに参加のみなさんと学びを
分かち合いました。

 笹川平和財団からお声がけいただ
き、2025年1⽉に来⽇されていたジョ
シュア・ゴードン�コロンビア⼤学教
授・前⽶国国⽴メンタルヘルス研究所
所⻑との懇談会に参加する機会をいた
だきました。私たちからは当事者活動
の取り組みなどをお伝えさせていただ
きました。スティグマの問題について
は国境を越える課題です。国や⽴場を
越えて取り組む必要性を改めて意識し
ました。

⼤⽥区区⺠協働⽀援施設にて防災ワークショップ
 精神障害当事者会ポルケが活動を
拠点としている⼤⽥区にある⼤⽥区
区⺠協働⽀援施設こらぼ⼤森にて当
会代表理事の⼭⽥悠平がファシリテ
ーターを務めました。
 障害当事者や家族、⽀援職、⾏
政、議員など様々なお⽴場からのご
参加があり、好評の声を多数いただ
きました。

 なお、2022年度より国⽴精神・神
経医療研究センター精神保健研究所
と協働し、精神障害領域の障害イン
クルーシブ防災⾏動に関する研究調
査と社会実装に向けた「DIARYプロ
ジェクト」（Disability�Inclusive
Action�and�Disaster�Risk�Reduction
surveY）の報告書が近⽇公開予定で
す。どうぞご注⽬ください。


